
グローバル適塾 第20期
関西の活性化グループ

５．目指す未来

WHO、厚生労働省の定義よりも、我々は更に高次元な状態 をめざす

社会的健康をエレメントに 労働力の向上 と 豊かな生活を実現 し、持続可能な社会を切り拓く
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自身の行いたい選択肢を自由に選択でき
生涯に渡って働き・遊び・生活できる社会

多様な価値観に目を向けた各種施策を実施し、「○○けどできない」というハードルを除去

提言要旨 「これが日本の転換期。 」 ～社会的健康がもたらす豊かな社会～ グローバル適塾 第20期
関西の活性化グループ

１．環境認識

２．社会的健康への着眼

３．活性化の定義

４．施策 社会的健康をエレメントとした労働力の向上・豊かな生活の実現

施策Ⅱ 豊かな生活の実現

世帯
収入

✓出生率低下に伴う人口減少の加速により、労働力人口は40年後に4割減少すると見込まれる

✓労働力人口の減少に歯止めをかけることが期待される 「女性」 や 「定年再雇用層」 の就労には
未だ多くのハードルが存在する

✓社会とのつながりの希薄化により孤独・孤立が増加し、身体的・精神的健康が悪化することで
社会保障費の増加や消費の滞りなどの影響が生じていく

➢ 深刻化する社会課題に対し、我々は 「社会的健康」 という切り口から活性化の糸口を模索

自身が望む
社会との関係を確保できる状態
「○○したいけどできない」をなくす

望みがあり、その望みが叶うこと

我々の社会的健康

現状は・・・

つながりたい働くミドル層

出産・育児による一時離職後
職場復帰時にハードル有

雇用延⾧制度導入は進むが
望む働き方とのミスマッチ有

定年後、孤独により身体的・
精神的健康を侵されるリスク有

望む人生の形を「特に」選択できない層が存在
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社会が個人の背中を押してあげることで、
多様な価値観をもった個人が光り輝き
「自己実現」 できる社会

そんな社会は経済にも良い連鎖を生み、
停滞した日本を活性化させる

社会的健康の向上によって、
関西から日本に 「転換期」 をもたらす

施策Ⅰ 労働力の向上


